
本セミナーでは、臨床の「なぜ？」を研究に変える実践的なルート
を提示します。
今回の口述発表セッションでの症例発表を起点に、症例報告での仮

説生成から、症例研究での評価枠組み・再現性の確保、さらに臨床研
究（観察研究・介入研究）へ発展する手順を具体例で解説します。
テーマ設定（PICO）、研究デザイン選択、評価指標、研究倫理、臨

床でのデータ収集体制、最小限の知っておくべき解析方針までを整理
し、明日から動ける研究計画の骨格を提示します。
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